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２０２３年５月１４日（日）復活節第６主日 

 銀座教会 主日礼拝（家庭礼拝） 

礼拝招詞「わたしたちの助けは、天地を造られた主の御名にある。」 詩編１２４編８節 

主の祈り 

交読詩編 １４６編６節ｂ～１０節 

とこしえにまことを守られる主は  

虐げられている人のために裁きをし  

飢えている人のパンをお与えになる。 

主は捕われ人を解き放ち  

主は見えない人の目を開き 

主はうずくまっている人を起こされる。 

主は従う人を愛し  

主は寄留の民を守り 

みなしごとやもめを励まされる。 

しかし主は、逆らう者の道をくつがえされる。 

主はとこしえに王。 

シオンよ、あなたの神は代々に王。 

ハレルヤ 

讃美歌 ２２番 めさめよわがたま 

聖 書 マタイによる福音書 ６章２５節～３３節 

25「だから、言っておく。自分の命のことで何を食べようか何を飲もうかと、また自分の体の

ことで何を着ようかと思い悩むな。命は食べ物よりも大切であり、体は衣服よりも大切では

ないか。 26空の鳥をよく見なさい。種も蒔かず、刈り入れもせず、倉に納めもしない。だ

が、あなたがたの天の父は鳥を養ってくださる。あなたがたは、鳥よりも価値あるものでは

ないか。 27あなたがたのうちだれが、思い悩んだからといって、寿命をわずかでも延ばす

ことができようか。 28なぜ、衣服のことで思い悩むのか。野の花がどのように育つのか、

注意して見なさい。働きもせず、紡ぎもしない。 29 しかし、言っておく。栄華を極めたソロモ

ンでさえ、この花の一つほどにも着飾ってはいなかった。 30今日は生えていて、明日は炉

に投げ込まれる野の草でさえ、神はこのように装ってくださる。まして、あなたがたにはなお

さらのことではないか、信仰の薄い者たちよ。 31だから、『何を食べようか』『何を飲もうか』

『何を着ようか』と言って、思い悩むな。 32それはみな、異邦人が切に求めているものだ。

あなたがたの天の父は、これらのものがみなあなたがたに必要なことをご存じである。 33

何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものはみな加えて与え

られる。 

牧会祈祷 天の父なる神さま。 

今日もわたしたちは十字架の御下に身をゆだねます。主イエスの十字架の贖いによってわたし

たちの罪は赦され、御子の復活の命を与えられて、永遠の命の希望に生きる者とされましたこ
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とを感謝いたします。先週の一週間、わたしたちは多くの罪を犯し、あなたの霊を悲しませて

しまったことを懺悔いたします。言葉において、行動において、隣人をいたわることにおい

て、愛が足りず、真実に生きることができなかったことを御赦しください。それでもなお、あ

なたの恵みのご契約の中に私たちは新たな一週間を歩みます。あなたの霊の御支えによって新

しい一週間も、あなたに栄光を帰して歩む者とさせてください。この家庭礼拝の中で、主が共

にいてくださり、御言葉を通してわたしたちを祝福してくださいますように。主よ、あなたは

私たちといつも共におられます。あなたの御声を聞かせてください。永遠の命の希望を増し加

えてください。死を恐れず、死を越えて続く新しい人生を待ち望む者。主イエスの来てくださ

る日を待ち望む者とならせてください。体に弱さを覚えておられる兄弟姉妹の上に。施設で生

活しておられる兄弟姉妹の上に、主の恵みと御助けが豊かにありますように。体は離れていて

も、わたしたちは主においていつも一つの教会であります。銀座教会に連なっている喜びの中

で、信仰生活を歩ませてください。この祈りを主イエス・キリストの御名によって祈ります。

アーメン。 

説 教 「今日を生きるための祈り」           副牧師 川村満 

１，神の大いなる御摂理 

本日は主の祈りの「われらの日用の糧をきょうも与えたまえ」という祈りについて、マタイの

６章２５節から３３節の主イエスの山上の説教の御言葉を通して聞いていきたいと思います。

主の祈りの、父よ、という呼びかけの後、願いがいくつあるかを数えてみますと、全部で六つ

あるということがわかります。そしてその前半の三つは、神様に関する事柄でした。そして後

半の三つはわたしたち自身のことであります。本日取り上げるわれらの日用の糧をきょうも与

えたまえ、という祈りを学ぶにあたって、山上の説教のこの箇所が示されているのは意味深い

ことであると思います。なぜならまさにこの主イエスの空の鳥、野の花についての説教は、こ

の祈り願いと響き合っているように思うからです。この山上の説教で主イエスは私たちに語り

かける。「だから、言っておく。自分の命のことで何を食べようか何を飲もうかと、また自分

の体のことで何を着ようかと思い悩むな。命は食べ物より大切であり、体は衣服よりも大切で

はないか。」そのように述べたあと、主イエスは空の鳥について。野の花について語ってくだ

さいます。確かに空の鳥は、種も蒔きません。刈り入れも、倉に納めることもしません。しな

いというよりも、できないのです。空の鳥たちは、大自然の中で、その恵みを受けて日々を過

ごします。神様は鳥たちを愛し、必要な糧を与えてくださっております。野の花はもっと小さ

な命です。植物ですから自分で動くこともありません。「明日は炉に投げ込まれる」とありま

すように、簡単に摘まれてなくなる命であるかもしれません。しかしそのような野の花も、神

様が命を与えているからこそ道端に生えて、花を咲かせ、そこから種をとばし、命が受け継が

れていくのです。そこにも神様の恵みがあります。大自然のもっとも小さなところにまで神様

の御摂理が働いているのです。空の鳥にせよ、野の花にせよ、彼らは神に与えられた命を一生

懸命に生きております。神が鳥も野の花も養っているのです。そこに十全的な神の御業が働い

ているのです。空の鳥、野の花の共通点は、全てを神様に任せてその命を精一杯生きているこ

とです。種がどこに行くかもわかりません。明日には炉に投げ込まれるかもしれません。しか

しそれでも神様に与えられた命を精一杯生きるのです。でも人間はどうでしょうか。衣食住の
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ことだけでなく、明日のこと。十年後のこと、死ぬ間際のことにまで悩みは尽きません。どう

しようかと考えて憂い、悩みます。そのようなわたしたちに主は言われます。「あなた方は鳥

よりも価値あるものではないか。あなたがたのうちだれが、思い悩んだからといって、寿命を

わずかでも延ばすことができようか。」この御言葉はわたしたちに二つのことを伝えます。一

つは神がわたしたち人間を鳥よりも価値あるものとして、すべての被造物の中で最も大切なも

のとして、最も深い配慮と摂理の中に生かしてくださっているということ。もう一つは、神が

わたしたちの命の時を定めてくださっているということです。私たちは自分の命を、自分の努

力によって延ばせないのです。健康のためにわたしたちはさまざまな努力をします。それで健

康寿命が延びることもあるでしょう。しかしそれは神がわたしたちにそのような志を与えてく

ださらなければ健康に気を遣うこともありません。どんなに健康に見えても、明日死なないと

いう保証はないのです。神様なしに、わたしたちの心臓の鼓動は一時たりとも動き続けること

はありません。全ては神の恵みによる命であり、人生なのです。しかしそうであるならば、た

とえ病気になっても、あるいは体が慢性的に弱くとも、主が支えてくださる限りわたしたちは

生き続けるのです。神に与えられた人生の使命を果たすまでは決して死なないのです。 

 

・神の国と神の義を求めなさい。そうすれば 

そして主イエスはここで慰め深い御言葉を語ってくださいます。「あなたがたの天の父は、こ

れらのものがみなあなたがたに必要なことをご存じである。」衣食住の全てを、わたしたちが

どうしても必要であることを主はご存じであり、必要に応じてちゃんと与えてくださるという

ことをわたしたちは信頼しきってよいのです。このことを信頼しきれないために、私たちは

日々、心配ごとのあれこれを、いつも思いめぐらしてはため息をつくのではないでしょうか。

しかしわたしたちの命を司るのは主なる神であり、神はわたしたちの人生の主人なのです。そ

して最も大切なもの。罪の赦しによる、魂の救いを、主は、十字架において私たちに与えてく

ださっているのです。だからこそ「何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい」と主はおっ

しゃる。本日与えられた主の祈りの言葉。「われらの日用の糧をきょうも与えたまえ」という

願いも、神の国と神の義を求める中で、主なる神にしっかりとつながっている中で、初めて信

頼して祈ることができるのです。そうすれば、これらのものはみな加えて与えられる。日毎の

糧も、加えて与えられるのです。 

 

・わたしたちの必要をご存じである神 

そこでまたこのことを信頼しなければなりません。わたしたちが心から願うことを主はご存じ

であり、そしてそれ以上のものを主は与えることが可能であるし、与えようとしてくださって

いるということを。神の御摂理は、わたしたちに最高の道を与えようという愛から来るものだ

からです。わたしたちはその御摂理の中にいるのです。わたしたちはさまざまな願いを持ちま

すが、それはわたしたちにとってあまりよくないものであることもあります。時にわたしたち

は無駄遣いをして後悔したり、良かれと思ってしたことが、自分のためにも人のためにもなら

なかったということがあります。わたしたちの人生の主人はいつも、私たちにとって最も良い

道をご存じであり、そのときに必要なものをご存じである。そうであるなら、主なる神を信頼
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してゆだねることによって、一番良い道を歩むことができるのです。そのことを信頼できずに

実にしばしばわたしたちは、寄り道をしながらたどたどしい歩みをし、ときに道を見失った

り、迷ったりしながら、主イエスに見つけられて、主の道を歩む羊なのです。 

・今日を生きるために 

そのような神の深いご配慮。愛の眼差しを知らされていくならば、今日、わたしに必要を与え

てくださっている主は明日も必要を与えてくださり、その最後まで必ず共にいて、確かな道を

歩ませてくださるに違いないと信頼できるようにされていくでしょう。主は、わたしたちの人

生に日々伴ってくださる。そのことを信頼するだけで十分なのです。主は鳥観図のように、人

生の道のりの全体をわたしたちに知らせることはありません。そんなことをするなら、わたし

たちは自分の人生をあとは自分でやろうとするでしょうし、日々、信頼して一歩一歩歩むこと

ができなくなります。厳しい試練が待っていることを知るならば、その道をあえて回避しよう

とするかもしれません。それは神を信頼することにならないのです。主が私たちに求められる

のは私たちが神を信頼することです。だから、私たちは今日という日に集中し、今日見える景

色だけを楽しむことを許されているのです。一歩一歩歩むたびに景色は変わります。その時、

その時の出来事に、主は共にいて助けてくださるのです。だから主イエスはわたしたちに日毎

の糧を求めなさいと語られるのです。毎日毎日、わたしたちは主の御前に出て、今日の必要を

祈り願うことが求められるのです。 

・私の祈り わたしたちの祈り 

最後に、この祈りが、わたしの祈りではなく、わたしたちの祈りであるということに注目した

いと思います。わたしたちは実にしばしば、私の悩み、私の必要、私の願いを一所懸命に祈り

がちであります。もちろん、わたしだけの悩み。誰にも言えず、誰にもわかってもらえず、た

だ神だけに告白できるようなことが人生にはあります。まさにそういうところにおいて神が私

と伴ってくださるのです。だからわたしたちは密室で、奥まったところで祈ることも大切で

す。しかし祈るとき、それは私だけにとどまりません。私を愛し、助け導いてくださる神は、

わたしの家族。私の友人。わたしの世界を共に生きる人々。教会の人々。教会の外にいる

人々。困窮している世界。罪に満ちた世界も含めて、わたしたちの救いを願い求めていくよう

にされていきます。この祈りは、教会の祈りであり、全世界のための祈りであります。わたし

たち教会が世界に先立って主の祈りを祈るとき、わたしたちから、神のご支配がはじまってい

るのです。 

お祈り 天の神様。あなたが私たちを心から愛し、すべての必要を与えてくださることを信頼

しきって歩むことができますように。わたしの願いを越えて、本当に必要なものをお与えくだ

さい。あなたが私たちに願っていることを悟り、その御心に生きる者とならせてください。主

イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン 

讃美歌 ８２番 ひろしともひろし  

献 金          

頌 栄  ５４４番    

祝 祷  あおぎ、こいねがわくば、主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


